
シ
ヤ

通
幻
寂
能
。

シ
ャ
ケ

社
家

滞
政
時
代
の
柑
祉
に
器
仕
し
た

社
家
は
そ
の
激
甚
だ
少
〈
、
之
を
併
侶
に
均
べ
れ
ば

貨
に
九
牛
の
一
毛
で
あ
る
。
紳
祉
は
相
川
市
に
有
っ
た

で
あ
ら
う
が
、
枇
併
・
修
験
道
の
奉
仕
す
る
も
の
も

あ
り
、
限
令
枇
家
が
務
仕
し
で
も
多
〈
を
余
務
し
た

り
、
農
村
の
銀
守
に
主
つ
て
は
そ
れ
す
ら
芭
か
な
い

お
嗣
が
多
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
左
但
は
即
ち
加
制
凶

器
附
米
の
祉
家
全
部
で
あ
る
。
大
山
町
寺
滞
の
も
の
は
、

今
之
を
得
ぬ
。

鮒

筒

井

氏

厚

見

民

高

到

氏
附

厚

見

氏

多

問

氏

田

中

氏

厚

見

氏

訴
か
ら
石
動
山
に
誤
る
川
の
峠
。
高
さ
凶
一

一一一
米
。

一
更
に
減
額
し
た
こ
と
が
あ
る
。
然
る
に
資
壌
の
文
政

ジ
ヤ
h
y
シ
ツ
リ
ヨ
ウ
コ
ウ
寂
室
了
光

山
田
制
宗

一
十
年
よ
り
は
、
知
行
二
百
石
以
上
何
石
に
十
石
、
百

の
附
。
初
め
祭
山
印
刷
田
川
に
大
采
寺
に
診
し
た
が
、
久

一
五
十
日
旬
以
上
は
七
石
、
百
十
石
以
上
は
五
石
、
六
十

し
く
し
て
所
廠
が
な
か
っ
た
か
ら
、
砕
し
て
無
援
智

一
石
以
上
は
二
石
と
し
、
天
保
元
年
三
且
に
は
ま
た
令

決
に
謝
し
た
に
、
出
師
情
相
喫
ひ
、
逢
に
得
制
寺
の
郎

一
し
て
、
本
年
以
降
五
少
年
刷
に
亙
り
、
知
行
百
石
以

を
織
ぎ
、
又
能
鷲
永
光
寺
に
溢
っ
て
化
飯
器
だ
織
で

一
上
百
石
に
射
し
入
石
三
斗
二
升
五
合
、
百
十
石
以
上

あ
っ
た
。
築
年
七
且
二
日
寂。

一
は
八
石
七
斗
七
升
三
合
と
し
、
越
同
情
し
て
知
行
三
千

ジ
ヤ
ク
ジ
ヨ
ウ
キ
寂
秀
記
念
子
有
妥
の
白
山

一
石
以
上
一内
石
に
十
八
石
を
徴
L
、
六
年
正
月
X
令
を

諮
問
凶
犯
に
寂
来
記
が
引
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
の

一
一
見
め
て
役
料
に
及
ぶ
ま
で
借
知
す
べ
き
そ
告
げ
、
八

世
は
尼
添
村
に
在
っ
た
も
の
で
、
寂
ル
却
は
金
持
の

一
年
六
且
に
主
つ
て
は
溢
に
家
中
一
統
二
百
石
以
上

人
、
国
〈
正
中
山
出
白
山
に
同
H

り
.
そ
の
見
附
し
た
腕
を

一
宇
知
仙
上
の
命
が
あ
り
、
ニ
γ
川
一
命
以
下
も
そ
れ
ん
¥

引
い
た
も
の
で
あ
る
と
記
す
る
。

一
率
が
あ
っ
た
。
然
る
に
九
年
三
月
江
戸
城
耐
，
九
災

ジ
ヤ
h
y
ジ
ヨ
ウ
ジ
寂
静
寺

側
主
川
一
品
川
帆
胎
に

一
に
様
。
、
綜
附
が
諮
問
M

の山
M

を
加
到
滞
に
も
烈
し
た

在
っ
て
、
探
索
東
一
政
に
制
す
る
。

一
か
ら
、
滞
は
川
知
の
兆
一
部
を
続
減
す
る
こ
と
能
は
ぬ

ジ
ヤ
h
y
ス
イ

若
推

石
川
柿
本
音
(
今
尖
川
〉
の

一
は
J
4

口
ふ
ま
で
も
な
く
、
引
れ
き
今
明
一附
年
間
そ
の
牢

例
入
。
初
脱
は
若
水
、
日
山
町
を
百
草
壁
と
い
う
た
。

一
知
を
借
上
げ
る
こ
と
を
令
L
、
士
λ
は
生
活
を
支
へ

は
保
三
年
芭
何
十
九
Jl
M
思
に
悦
餓
院
の
境
内
に
仰
を
る
を
得
ず
し
て
怨
院
の

践
を
抽
出
つ
も
の
す
ら
あ
っ

建
て
た
。

一
た
。
こ
の
的
知
は
十
一
年
六
且
に
京
っ
て
初
め
て
天

シ
ヤ
テ
チ

借
知

滞
士
の
知
行
又
は
役
科
の
一

一
保
苅
年
の
翠
に
復
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

岬
加
を
滞
に
借
上
げ
る
こ
と
を
似
知
と
も
御
川
上
と
も

一

シ
ヤ
h
y
ハ
チ
尺
八

江
川
間
八
年
十
二
月

H
七
日

い
う
た
。
都
民
は
裕
士
の
牧
納
す
る
も
の
を
開酬
の
牧

一
本
多
辿
江
守
か
ら
の
令
に、
『む
年
於
御
械
下
尺
入
前

納
に
切
替
吋
る
の
で
、
政
へ
て
務
が
他
日
そ
れ
を
返

一
一
隅
仕
者
、本
則
往
来
免
松
山
候
儀
取
次
仕
者
も
有
之
、

桝
す
べ
き
桜
務
を
以
」
も
の
℃
は
な
い
。
随
う
て
仙

一
御
家
中
之
人
々
之
内
に
も
約
百
仕
、
心
得
不
在
も
の

知
を
挺
さ
れ
る
と
い
」
こ
と
は
、
引
に
将
来
併
知
を

一
も
有
之
祝
子
制
問
え
候
。
前
々
よ
り
尺
八
御
停
止
之

行
は
ぬ
意
味
に
泊

g
ぬ
。
借
知
町
行
の
沿
革
は
之
を

一
山
協
は
保
之
依
へ
ど
も
、
自
今
右
本
川
等
筒
、
風
俗
不

許
か
に
す
る
を
得
ぬ
が
、
前
凶
一息
数
の
貸
永
六
年
に

一
丘
者
も
の
於
有
之
は
.
自
晶
附
出
御
話
可
有
之
一
E

K
。』と

初
め
て
命
じ
た
時
に
は
、
結
士
か
ら
自
殺
的
に
献
納

一
あ
ろ
。

す
る
意
味
で
、
上
ゲ
米
と

携
し
た
が
‘
明
利
八
年
か

一

ら
的
知
の
名

mdv」
附
ひ
‘
間
後
釦
々
と
し
て
行
は
れ

一

た
。
そ
の
紙
聞
を
司
へ
ば
、治
怖
の
見
政
元
年
に
は
、
一

知
行
百
石
以
上

-h
bに
劉
し
て
十
討
と
し
、
六
年
十

一

五
百
に
憎
し
た
が
、
野
山
聞
の
文
化
七
年
に
は
知
行
二

一

副
訂
以
上
司
石
に
お
し
五
一
仰
の
寧
に
減
じ
‘
そ
の
後

一

栗

本

氏

シ
ヤ
デ
ヤ
ヲ
テ
イ
ナ
ガ
ネ
笥
薬
事
長
銀

江
戸

に
在
住
し
た
加
到
本
阿
揃
家
六
代
暫
三
次
光
恕
の
狂

政
耐
と
し
て
用
ひ
た
和
脱
。
長
以
は
成
金
搾
に
下

り
、
地
方
の
狂
政
界
を
刺
激
す
る
所
多
か
っ
た
。
弘

化
二
年
十
且
七
十
八
“出
で
奴
。

ジ
ヤ
ヲ
レ
イ
寂
盤

』
ツ
ウ
ゲ
y
ジ
ヤ
グ
レ

イ
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間
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氏

明白
MnE
 金

禅
問
升
天
満
宮
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制
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市

金
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鍛
冶
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安
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怖
枇
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河
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部
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春
日
枇
紳
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金
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民
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品
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木

金
制
附
野
町
制
明
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石
川
部
地
泉
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春
日
枇
尚
子

河
北
端
波
野
村
山
正
祉

・
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野
間
枇

磁
枇
紳
th

能
楽
榔
小
松
多
太
耐
枇
紳
士
山

能
美
郡
小
松
山
王
位
制
主

能
楽
郡
小
松
諏
紡
祉
榊
主

能
楽
洲
州
安
宅
浦
住
吉
枇
跡
指

能
楽
部
間
以
天
村
熊
野
枇
紳
士
山

甲
白
川E
 河

北
郡
盟
一日
禅
飴
小
山
山
紳
枇
榊
中
山

下
河
北
川
赤
部
閉
山
岐
枇

・
師
訓
蚊
祉
耐
枇

副
司

河
北
部
二
目
前
村
披
自
加
弼
一
例
祉
制

叶
↓
J河

北
都
北
中
候
村
三
輪
柿
枇
耐
主

布

胞

氏関

大

森

氏

水

野

氏側

溜

升

氏

渡
川
辺
氏
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呂
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氏
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氏

問
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氏

育
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氏

富
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氏

紫

部

氏

拠fT隠

;1¥限 1事

氏氏氏

宮

川

氏

館今野町

木ヲl村 木
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井
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氏
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水
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柑
刈
安
枇
前
中
~

筒
臨
嶋
榔
府
中
村
地
宅
山
王
駐
跡
中
~

割
引
咋
榔
紳
代
村
榊
代
耐
一
位
制
京

下
刑
制
咋
榔
東
側
村
手
法
比
時
神
社
制
寸
宅

用
制
咋
柑
阪
山
村
跡
明
富
融
問
中
氾

刑
制
咋
州
岬
抑
山
江
村
八
柿
包
制
仰
木

羽
咋
都
大
崎
村
大
崎
枇
跡
中
十
一

刻
昨
川
矢
駄
村
加
茂
則
榊
+
虫

剤
羽
咋
純
米
育
村
山
正
副
柿
+
t

mm同
州
則
松
村
入
腕
宮
跡
主

刑
制
咋
地
直
山
町
村
瀬
戸
地
古
前
祉
制
脚

刑
制
咋
山
田
附
栂
村
艇
部
地
古
制
枇
榊
引

用
羽
咋
部
入
師
村
入
師
宮
剖
仰
木

臨
的
制
金
丸
村
街
那
山
古
訓
品
開
石
一
岬

!
I
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-m一車
工

腿
叫
榔
能
育
郎
下
村
能
向
日
比
時
制
批

奇
皿
『
叶
寸

臨
鴨
川
M

羽
坂
村
山
川
島
比
出
制
枇
紳
ヰ

鹿
嶋
榔
倣
川
村
入
幡
宮
制
中
山

臨
的
州
耐
久
江
村
久
忠
比
市
制
枇
制
中

h

民
的
抑
二
宮
村
天
日
陰
地
時
制
枇
榊

鹿
島
榔
矢
川
村
天
日
制
宮
-糾
引

臨
的
制
向
凶
村
伊
夜
比
咋
剥
祉
制
引

眼
的
制
附
旧
柏
崎
山
出
村
住
吉
枇
榊
+
T一

山
出
的
制
大
津
村
八
締
官
利
引

民
的
榔
笠
間
村
押
阿
川
芯
出
昨
制
批
紳
十
T
e

腿
略
郡
川副
山
村
荒
石
山
古
跡
祉
制
+
中
山

鹿
健
制
宮
前
村
久
間
車
加
夫
郡
阿
良
加

志
路
市
制
批
跡
京
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